
 

平 成 ２ ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧 

（ 9 月 9 日 1 番 ～ 9 番 ・ 9 月 10 日 10 番  ～  14 番） 

 

※ 9 月 9 日                             Ｎｏ．１ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１ 宮橋 勝栄 

１． 小松市民病院について 

（1）高齢者等への入院看護 

（2）地域医療機関、保健福祉施設との連携 

２． 自然災害への対応について 

（1）孤立（想定）集落への対策 

（2）早急な復旧のための窓口設置 

３． 果樹 5,000 本運動について 

２ 木下 裕介 

１． 粟津駅周辺整備等について 

２． 木場潟 100 万人構想について 

３． 「修学」旅行について 

３ 浅村 起嘉 

１． この夏の大雨による災害について 

（1）防災面から今後に活かすことは 

（2）地域防災力の強化とは 

（3）避難場所としての学校との連携は 

２． 国際空港都市こまつとして 

（1）アジア近隣諸国との交流については 

（2）小松市の小中学校での平和学習や国際交流は 

３． 将来の小松を担う人材の育成を 

（1）小松市立高等学校に新たな奨学金制度を 

（2）小松市の看護師不足に対する対応について 

４． 小松市子ども・子育て会議条例について 

（1）小松市として会議の活用は 

（2）今後の小松市の保育については 

４ 二木  攻 １．浸水対策にかかる排水路の整備促進について 



※ 9 月 9 日                             Ｎｏ．２ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

５ 出戸 清克 

１． 豪雨災害対策について 

（1）梯川のパイピング災害 

（2）鍋谷川堤防高さ 

２． 防災体制について 

（1）避難所の運営 

（2）今後の対策 

６ 吉村 範明 

１． 自然豊かな我がまちこまつの更なる醸成について 

（1）山の日の制定 

（2）市内小中学校の登山による自然体験教育の推進 

２． 低炭素社会の実現に向けた今後の取り組みについて 

（1）木質ペレット等省エネ対策製品の供給支援策 

（2）ペレットストーブ等省エネ対策製品の購入支援策 

７ 円地 仁志 

１． 副市長の重点職務について 

２． 旧大和小松店跡地について 

３． ひととものづくり科学館管理運営費について 

８ 一川 政之 

１． 7.29 豪雨、当日とその後の対応について 

（1）堤（ため池）の現状と今後の対応について 

（2）土砂災害の対応について 

（3）避難について 

９ 井田 秀喜 

１． こまつグローバルゼミナール ハローワールドについて 

２． 市幹部の人事と役割について 

３． 防災安全センターの機能強化について 

 



※ 9 月 10 日                             Ｎｏ．３ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１０ 片山瞬次郎 

１． 集中豪雨の対策について（7/29,8/21,8/23,8/31） 

（1）低地への浸水への対応策 

（2）降雨量と排出量のアンマッチによる内水氾濫 

（3）住宅や店舗、事業所を守るための止水板を設置する際に工事

費の一部の助成を 

（4）避難所の洋式トイレの増加を 

（5）自衛隊ＯＢと災害応援協定を 

（6）梯川の拡幅工事の現状について 

２． サービス付き高齢者向け住宅（安否確認や生活相談付きの賃

貸住宅）の整備を 

３．いじめ防止対策推進法の制定をうけて 

４．子供たちのネット依存の状況は 

５．市立図書館での雑誌スポンサー制度について 

１１ 川崎 順次 

１． 小松で大花火大会開催を！ 

２． 学校教育での問題点について 

（1）インターネットの問題点 

（2）学校での指導方法 

（3）日本の領土に対する教育 

３． 都市計画道路について 

４． 木場潟周辺整備について 

５． 災害、防災の本市の問題点 

（1）大雨での浸水対策 

（2）各町内に対する対策 

１２ 新田 寛之 

１． 小学校でのラジオ体操の推進について 

２． いよっ小松を日本中へ！そして世界へ！！ 

（1）日本中へＰＲするための具体策として 

（2）米のブランド化及び６次産業化の目指すところは 

３． 災害時における個人情報保護法の壁はないか 

４． 町内会変更について 



※ 9 月 10 日                             Ｎｏ．４ 

順番 質問者氏名 発 言 通 告 要 旨 

１３ 吉本慎太郎 

１． かつて経験したことがない災害から「日常」を守るために 

（1）「100 年に一度の水害」に備えてきた梯川河川改修事業 

① 国直轄公共事業としての今までの工事概要と概ねの投資額は

② だからこそ、7 月 29 日の大雨に持ちこたえられたのか 

③ 先人の先見の明を後世に伝えていくために、たゆまぬ公共投

資を 

２．「伝統」と「未来」の真ん中に「日常」を 

   ―旧大和小松店跡地活用策― 

（1）「南加賀の中心として」「子どもたち、次世代のために」そし

て「日常を育む」視点での跡地活用策を 

１４ 橋本 米子 

１． 8 月から実施された生活保護基準の引き下げについて 

（1）小松市の生活保護費の削減状況について 

（2）見直しに伴う他制度に生じる影響について 

（3）政府の社会保障改革「プログラム法案」に関して 

２． 今夏の猛暑と豪雨被害対策について 

（1）避難所の対応について 

（2）要援護者の避難の対策について 

（3）避難勧告及び指示を受けた町内ごとに意見交換会を実施し、

今後の防災マニュアルに生かすべき 

（4）全小中学校、高校のクーラー設置状況について 

 


